


　自分自身の視野を広げたいという思いから、GRIP（Global 
Person Resources Intensive Program）の一員として、 2 年後
期の半年間オンライン留学に参加させて頂きました。
　看護学専攻の 2 年後期は大学の授業も多く、病院実習もあり、
本来なら留学など行けるはずもなかったのですが、コロナ禍で
オンラインでの留学ができるようになったことで叶った時間で
した。海外との時差があるため、昼に大学の授業や実習、夜に

留学といった生活をしていました。
　様々な交流の中で刺激を受け、国境を越えて友人ができ、英
語の能力を高めるだけではなく、自分自身の財産となる経験が
できました。
　声をかけてくださった清藤先生をはじめ、貴重な機会を与え
て下さりサポートしてくださった皆様に心より感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

保健学科看護学専攻 4年次　青　山　早　恵�Æ� �æ�Ê� �G�¶ �¢�¦�ï�å� �ï�y�¶�£

　私は１年生の夏休みを利用し、韓国の慶北大学のオンライン
留学に参加しました。二週間の日程で、韓国の文化や基礎的な
韓国語を学びました。授業や説明などは基本的に英語で行われ
たため、韓国語だけでなく英語のリスニング力や理解力も鍛え
られたように思います。私が最も印象に残ったのは、韓国の学
生の方々の英語やプレゼンテーションのレベルの高さです。そ
して、留学生の積極性にも刺激を受けました。この留学を通し、
韓国の文化により興味を持ち、韓国語だけでなく英語学習の意
欲も向上しました。日本にいながら留学を経験でき、非常に有
意義な時間となりました。今後、機会があったら実際に海外留
学を経験したいと思いました。

医科栄養学科 3年次　齋　藤　奏　羽���y�z�y�G�y�¶ �¢�¦�ï�å� �ï�y�¶�£

　2022年の 7 月に約 2 週間ブラジルのサンパウロ市にあるサン
パウロ大学の Winter Schools Program に短期留学させていた
だきました。私は第一志望の Trauma and Acute Care Surgery 
コースに所属していました。
　主にサンパウロ大学病院の ICU、ER や手術室を見学しまし
た。毎朝コース担当の Robert 教授から紹介された実際の症例

を皆でディスカッション
し、その後入院中の患者を
お見舞いし症例について詳
しく教えて頂きました。そ
れ以外にも腹腔鏡の練習や
解剖実習もあり、ヘリコプ
ターで搬送された患者も見
ました。ブラジルでは銃創
や刺創など日本に珍しい症
例が多く、日本にない医学
の一面を学べて刺激になり
ました。
　プログラムに世界中から
医学生が参加し、週末に皆でサンパウロ市を観光しました。
様々な国籍な人と出会い、各国の医療事情に関心を持つように
なったので将来より世界中の人々の健康に貢献できる医師にな
るように励みたいと思います。
　最後に、今回の留学を支えてくださった医学部や皆様に御礼
を申し上げます。

医学科５年次　L IME I SA�±�ï�Í�¢�é�G�¶
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特任教授　埴　淵　昌　毅　　特任講師　倉　橋　清　衛
大学院医歯薬学研究部地域呼吸器・血液・代謝内科学分野

寄附講座寄附講座寄附講座 紹介紹介紹介地域呼吸器・血液・代謝内科学分野地域呼吸器・血液・代謝内科学分野地域呼吸器・血液・代謝内科学分野

　「地域呼吸器・血液・代謝内科学分野（Community Medicine 
for Respirology, Hematology and Metabolism）」は、令和 4 年
4 月 1 日に開設された高松市からの寄附講座です。既に高松市
からは「地域消化器・総合内科学分野」、「地域循環器内科学分
野」の 2 つの寄附講座が設置されており、高松市立みんなの病
院を拠点として消化器内科領域および循環器内科領域について
研究・教育・診療活動の取り組みが進んでいます。
　その一方で近年の新型コロナウイルス感染症をはじめとした
呼吸器感染症領域、急速に進む高齢化社会に必要とされる老年
病領域での内科医不足は深刻であり、これらの内科領域をカ
バーする呼吸器内科医、血液・内分泌代謝内科医の充足が喫緊
の課題となっていました。
　このような課題を解消するとともに、地域医療をサポートす
る目的で寄附講座として誕生したのが「地域呼吸器・血液・代
謝内科学分野」であり、埴淵 昌毅 医師が特任教授として、倉
橋 清衛 医師が特任講師として着任し、活動を始めています。
　高松市立みんなの病院は、高松市民病院が平成30年 9 月に高
松市仏生山町の地に新築移転された病床数305床の地域医療の
中核を担う総合病院です。今後は微力ではございますが、母教
室である徳島大学呼吸器・膠原病内科学分野および血液・内分
泌代謝内科学分野と連携して診療活動を行うとともに、高松市

地域において医学生・研修医および専門的診療能力を有する医
師の育成を行い、呼吸器疾患や内分泌・代謝疾患の病態解明お
よび治療に関する研究に取り組みたいと考えております。
　当講座の活動につきましてご理解いただきますとともに、よ
り一層のご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

特任教授　高　橋　　　章（併任）　　特任講師　馬　渡　一　諭（併任）
特任助教　上番増　　　喬（併任）　　特任助教　石　田　　　快 　　　

教務補佐員　石　川　寧　子 　　　
外部機関等共同研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山　内　繁　晴　　斧　田　優　志　　田　中　智　毅
藤　川　康　夫　　相　澤　俊　彦

共同研究講座共同研究講座共同研究講座 紹介紹介紹介微生物防除研究分野微生物防除研究分野微生物防除研究分野
大学院医歯薬学研究部微生物防除研究分野

　発光デバイスの進歩等により、一般生活の住居空間における
環境光が劇的に変化しています。特に、特定波長の強い放射束
の光（ナローバンド光）が比較的容易に利用できるようになり、
ヒトの生活空間に共存している微生物等に影響を与えることが
徐々に判明しています。このため光環境の危険性が指摘されて
いると同時に、その有効利用の可能性も指摘されています。
　現在光による生物効果に関する検討が活発に行われています
が、点光源や面光源の違い、ナローバンド光でも波長成分の違
いなど、それぞれ異なる光や方法が検討に用いられています。
光による生物効果を応用した衛生管理法を発展させていくうえ
で、世界標準となりうる光生物影響の検討方法を確立すること
が至急の課題と考えられます。

　そこで、光デバイスを開発している日亜化学工業株式会社と
大学院医歯薬学研究部予防環境栄養学分野が中心となり、共同
研究講座“微生物防除研究分野”を大学院医歯薬学研究部に設
置しました。
　微生物防除研究分野では、各波長のナローバンド光ごとの、
生物活性を明確にして標準化を図ります。そして各波長の光を
用いた生物効果を応用し、食品や水などに混入する衛生管理法
の標準化を目指しています。さらに微生物管理にかかわる学生・
管理栄養士の教育、社会教育や普及を目指しています。

徳島大学病院
衛生管理

連携

予防環境
栄養学分野

微生物防除
研究分野

関連する研究分野

病棟での感染制御に応用
　感染制御部
　栄養部
　各臨床部門

大学院医歯薬学研究部
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医学部教育支援センターによる国際化教育支援の現状医学部教育支援センターによる国際化教育支援の現状
医学部教育支援センター長（兼）教務委員会委員長 　常　山　幸　一

　医学部教育支援センターは医学科教務委員会、医学部学務課
第一教務係、医療教育開発センターと連携・協力し、医学教育
プログラムの立案や導入、データ収集や分析、改善の推進など
医学教育全般を支援しています。医学研究実習や PBL チュー
トリアル、臨床実習や共用試験など多くの支援業務を担当して
おり、国際化教育支援も重要な業務の１つとなっています。
　2022年10月に医学英語教育担当特任技術員として伊東朋子さ
んが着任されました。伊東さんは英語圏での長期就労や JICA
の海外医療技術協力支援事業のサポート、留学プログラムの
コーディネートなど国際活動の経験が豊富であり、それを活か
して各種英語試験の対策や面接練習、留学プログラムの応募や

書類の添削、英語学習に対する個別相談、学生スタッフが中心
となって運営されているサークル活動（English ＋など）への
助言など、センターの国際化教育支援業務を幅広くサポートし
てくれています。英語や留学、国際化教育に興味がある学生さ
んや教員の皆様も気軽に相談していただければと思います。
　ポストコロナ時代を見据えて徐々に様々な留学プログラムも
再開しており、センターでも外部のゲストスピーカーによる国
際医療に関するイベントの開催など新しい試みを計画中です。
国際化教育の推進に関するアイデアがありましたらぜひセン
ターまで情報をお寄せください。

退 職 者 ご 挨 拶

　令和 5 年 3 月31日をもちまして、定年退職いたし
ました。平成27年 2 月 1 日に顕微解剖学分野の教授
として赴任してから 8 年 2 か月の間、解剖学の領域
において教育と研究に貢献できますように努めてま
いりました。徳島大学医学部を卒業後、解剖学第二
講座、解剖学第一講座（現在の顕微解剖学分野）に
おける助手、助教授としての10年4か月の期間を含
めますと、計18年 6 か月の長い期間にわたって、徳
島大学において解剖学を中心に仕事をさせていただ
きました。教育では顕微解剖から肉眼解剖までの広

範囲でしかも理解が難しい解剖学領域の内容につい
て、出来る限り分かりやすい講義と実習を行うよう
に工夫してきました。また図書館長や医学部学生委
員長として大学の組織運営にも貢献してきたつもり
です。徳島大学で学んだ若い医学生の将来のご活躍
に少しでもお役に立てたなら幸いでございます。長
年にわたり徳島大学医学部の皆様のご厚誼ならびに
ご支援を賜りましたことに、改めて心から感謝を申
し上げるとともに、徳島大学医学部の益々のご発展
を祈念して、退職のご挨拶とさせていただきます。

顕微解剖学分野　教授　鶴　尾　吉　宏　

　令和 5 年 3 月31日をもちまして、予防医学分野教
授を定年退職いたしました。平成16年 3 月16日の着
任以来、長い間たいへんお世話になりました。任期
中、教育面では医学部 3 年生の予防医学・公衆衛生
学の講義、研究面では、前半は環境省関連のダイオ
キシン類の人への蓄積量調査、後半は生活習慣病予
防に関する研究（日本多施設共同コホート［J-MICC］
研究徳島地区調査）を中心に活動させていただきま

した。19年間あっという間に過ぎたような気もしま
すが、最初の頃に講義を受けた学生さんが現在は中
堅となって働いており、それなりの時間が過ぎたの
だと気づかされます。今後の予定は未定ですが、少
しでも社会貢献できるように努力して行きたいと
思っております。徳島大学医学部の今後益々の発展
をお祈り申し上げます。ありがとうございました。

予防医学分野　教授　有　澤　孝　吉　
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　令和 5 年 3 月末をもちまして定年退職いたしまし
た。血液内科および内分泌代謝内科の両診療科の教
育、研究、診療におきまして、医学部の皆さま方か
ら長年にわたるご厚情とご支援を賜りまして、心か
ら感謝申し上げます。私は徳島大学の卒業で、卒業
後、当時の第一内科に入局し、関連病院での勤務と
留学期間を除き、学生時代を含め長きに渡り徳島大
学でお世話になりました。学生時代に経験した自由
奔放で、ある意味学生が放置された教育から、学生
参加型の教育への変革、特にファカルティ・ディベ
ロップメントの取り組みには教育の大きな転換を感

じると共に、一方で学生の自由な発想を醸成し個性
を伸ばすことへの目配りの必要性も感じました。最
後は新型コロナウイルスの影響で対面での教育が分
断されましたが、医療職は人とのつながりを生業と
する職業ですので、人と人とのつながりを大切にし、
他人に対する思いやりのある、人として優れた医療
人、研究者が徳島大学からさらに多く育成されるこ
とを期待しております。今後益々の徳島大学医学部
のご発展を祈念して、退職の挨拶とさせていただき
ます。ありがとうございました。

血液・内分泌代謝内科学分野　教授　安　倍　正　博　

　令和 5 年 3 月末をもって泌尿器科学分野教授を定
年退職いたしました。平成16年 4 月から19年間にわ
たり、教育、研究、診療に従事するとともに、教室
運営、医学部運営、病院運営、大学運営に関わらせ
ていただきました。医学部の教員および事務の皆様
には大変お世話になりました。厚く御礼を申し上げ
ます。教育に関して、最後の 3 年間はコロナにより
学生に思うように接することができず申し訳なく思
います。診療に関しては、大きな変化がありました。
開腹手術から腹腔鏡手術、ロボット支援手術へとイ
ノベーションの連続であり、積極的に取り組みまし

た。ロボット支援手術は全国的にもいち早く導入し
普及させることができ、多くの関連病院にも導入で
きました。現在は泌尿器科以外の診療科にも導入さ
れ普及しています。また、小児泌尿器科、女性泌尿
器科、腎移植も導入・充実させることができました。
今後さらに発展するものと期待しています。医学・
医療を取り巻く環境は日々変化していますが、徳島
大学医学部がその変化を取り込みながら益々発展す
ることを祈念し、退職の挨拶とさせていただきま
す。ありがとうございました。

泌尿器科学分野　教授　金　山　博　臣　

　令和 5 年 3 月31日をもって細胞・免疫解析学分野
の教授を定年退職いたしました。平成 2 年 4 月 1 日
に医学部保健学科の前身である医療技術短期大学部
の助手として赴任して以来、33年間、大変お世話に
なりました。この間、医療の進歩は目覚ましく、臨
床検査へのニーズも多様化・専門化し、医療現場に
おける臨床検査技師の役割も大きく変遷してきまし
た。臨床検査技師教育は、短期大学での 3 年制教育
から 4 年制大学での教育、さらに大学院教育が行わ
れるようになり、時代に即した臨床検査技師の輩出
が求められています。この臨床検査技師教育に携わ
れたことは、私の人生において充実した期間であっ

たと思います。また、研究ではいくつかの興味ある
テーマを進めてきましたが、特に血液型糖鎖抗原や
細胞内カルシウムシグナル伝達機構に関する基礎的
研究を進めることができ、この分野において貢献で
きたと思っています。今から思うと、あっという間
でしたが、有意義な時間を持つことができました。
この間、多くの方にご協力いただきました。有難う
ございました。
　最後になりますが、医学部の皆さまの長年のご厚
情とご支援に心から感謝申し上げます。徳島大学医
学部の益々の発展を祈念して、退職の挨拶とさせて
いただきます。

細胞・免疫解析学分野　教授　細　井　英　司　

新任准教授紹介新任准教授紹介 異動年月日 異動内容 氏名 所属

Ｒ４．12．１ 昇任 佐　藤　　　豪 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

Ｒ５．３．１ 昇任 松　井　尚　子 臨床神経科学
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徳 島 医 学 会 報 告徳 島 医 学 会 報 告

　第266回徳島医学会学術集会は、令和 5 年 2 月12日（日）に徳
島県医師会館において開催された。今回の大学側の担当は、
薬理学分野　池田康将教授、皮膚科学分野　久保宜明教授が務
めた。前回同様、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
対する感染対策を講じての開催となった。そのため現地開催
は最小限の参加者とし、県医師会ホームページから Web 同時
配信も行いハイブリッド開催とした。ポスター発表は、県医
師会ホームページ上でのオンデマンド形式発表のみとして、
徳島医学会賞および若手奨励賞の審査が行われた。会場では
教授就任記念講演として、キャンパスライフ支援センター保
健管理部門 曽我部正弘教授に「逆流性食道炎に関する研究と
医療機器研究開発の経験」、実践地域医療・医科学分野　新家
崇義特任教授による「PET を用いた肺癌画像診断と今後の展
望」、腎臓内科学分野　脇野修教授による「糖尿病性腎症から
慢性腎臓病治療への新規治療戦略」をご講演いただいた。西
岡安彦医学部長、齋藤義郎県医師会会長のご挨拶の後、第49
回徳島医学会賞および第28回若手奨励賞授与式が行われ、引
き続いて徳島医学会賞受賞記念講演として、徳島大学大学院医
歯薬学研究部脳神経外科学　山口真司先生による「エストロゲ
ン欠乏ラットの ERαおよび Sirt1の低下に伴う NLRP3/IL-1β/
MMP-9経路の活性化と脳動脈瘤破裂との関連」、徳島県立海部

病院　内科・総合診療科　前田悠作先生による「徳島県立海部病
院での ICT を駆使した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
診療」をご講演いただいた。続いて、合同シンポジウム「新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）の現状と対策」では、
徳島大学病院　感染制御部　東桃代部長に「新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の現状と対策」を、徳島県保健福祉部 
感染症・疾病予防統括監　鎌村好孝先生に「新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の現状と対策 in 徳島」を、徳島大学大
学院医歯薬学研究部救急集中治療医学分野　大藤純教授に「重
症コロナ診療の現状」を、医療法人平成博愛会　博愛記念病院　
大串文隆院長に「当院におけるコロナ後遺症外来の現状と課
題」をご講演いただいた。また、皮膚科学分野　仁木真理子助
教が「COVID-19感染症でみられる皮膚病変」を、薬理学分野　
船本雅文助教が「COVID-19と心疾患」を講演した。以上、徳
島県における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対す
る最新情報、医療活動ならびに医学研究について大変学びの
多い学会となった。
　本学術集会の開催にあたり、徳島県医師会、徳島医学会事
務局、関係スタッフの皆様およびご参加、ご協力いただいた
皆様に心より感謝申し上げたい。

（文責：薬理学分野　教授　池田康将）

■ 第266回徳島医学会学術集会（令和４年度冬期）　

第69回 徳島大学解剖体慰霊祭
　令和 4年10月26日（水）15時から徳島大学大塚講堂におい
て、第69回徳島大学解剖体慰霊祭が開催され、御遺族、白菊
会会員、医学部・歯学部・病院教職員、学生等関係者約200
人が参列いたしました。献体者の霊に黙祷を捧げた後、医学
部長、歯学部長をはじめとする関係者が追悼の辞を述べ、そ
の後参列者全員が祭壇に白菊を献花し、系統解剖、病理解剖
のために献体してくださった方々の亡き御霊6737柱の御冥福
をお祈りしました。献体運動等の活動により献体に対する世
間の理解が、ますます深まってきております。今後も引き続
き献体に対するご理解とご協力をお願いいたします。

蔵本事務部医学部学務課

薬理学分野　教授　池　田　康　将　
皮膚科学分野　教授　久　保　宜　明　

医 学 部 だ よ り ２０２３．４．１
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1 2 3 4 5 6 7 8 9数字で見る医学部数字で見る医学部 〜令和５年３月　卒業者の進路状況〜
Ｒ5．3 現在

医　　学　　科
進　　路　　先 合計

愛知医科大学病院 1
上尾中央総合病院 1
渥美病院 1
阿南医療センター 1
飯塚病院 1
石川記念会　HITO 病院 1
伊勢赤十字病院 1
市立四日市病院 1
愛媛県立中央病院 1
大阪市立総合医療センター 1
大阪大学医学部附属病院 1
大阪医科薬科大学病院 1
大浜第一病院 1
岡山大学病院 1
岡山済生会総合病院 1
岡山協立病院 1
香川県立中央病院 2
加古川医療センター 1
桂病院 1
亀田総合病院 1
関西労災病院 1
京都医療センター 1
北播磨総合医療センター 1
近畿中央病院 1
倉敷中央病院 3
神戸市立医療センター　西市民病院 1
神戸大学医学部附属病院 3
神戸労災病院 1
公立福生病院 1
埼玉済生会加須病院 1
堺市立総合医療センター 1
三豊総合病院 1
静岡県立総合病院 1
静岡市立静岡病院 1
自治医科大学附属さいたま医療センター 1
自治医科大学附属病院 1
社会医療法人愛仁会　明石医療センター 1
社会医療法人愛仁会高槻病院 2
順天堂大学附属練馬病院 1
昭和大学病院 1
住友別子病院 1
高松赤十字病院 3
宝塚市立病院 2
多摩南部地域病院 1
千葉西総合病院 1
常滑市民病院 2
徳島健生病院 2
徳島県立中央病院 8
徳島市民病院 5
徳島赤十字病院 10
徳島大学病院 6
独立行政法人国立病院機構　相模原病院 1
名古屋徳州会総合病院 1
奈良県総合医療センター 1
西宮市立中央病院 2
西脇市立西脇病院 1
羽島市民病院 1
彦根市立病院 1
姫路赤十字病院 1
兵庫県立尼崎総合医療センター 2
兵庫県立淡路医療センター 1
兵庫県立加古川医療センター 2
姫路聖マリア病院 1
福山市民病院 1
藤沢市民病院 1
船橋二和病院 1
北部地区医師会病院 1
松山赤十字病院 1

盛岡市立病院 1
吉野川医療センター 2
琉球大学病院 1
佼成病院 1

小　　　　計 112
未定 3

小　　　　計 3
合　　　　計 115

医科栄養学科
進　　路　　先 合計

（株）タニタ 1
一般財団法人倉敷成人病センター 1
稲次病院 1
医療法人栄寿会　天満病院 1
エームサービス株式会社 1
オハヨー乳業株式会社 1
株式会社コロワイド MD 1
株式会社マルタイ 1
川崎学園（川崎医科大学附属病院ま
たは川崎医科大学総合医療センター） 1
川崎市役所 1
きたじま田岡病院 1
神戸大学医学部附属病院 1
社会福祉法人　協同福祉会 1
すずき歯科 1
筑波記念病院 1
徳島県職員 1
徳島大正銀行 1
和歌山県立医科大学附属病院 1
医療法人　錦秀会 1
岡山赤十字病院 1
株式会社マリン大王 1
株式会社リノ 1
香川県庁 1
天満病院 1
日本食研ホールディングス株式会社 1

小　　　　計 25
大 学 院 進 学

岡山県立大学大学院 1
京都大学大学院 1
神戸大学大学院 1
徳島大学大学院 18

小　　　　計 21
未定 5

小　　　　計 5
合　　　　計 51

保健学科：看護学専攻
進　　路　　先 合計

徳島大学病院 15
神戸市民病院機構　中央市民病院 4
京都大学医学部附属病院 3
徳島県職員 3
むつみホスピタル 3
徳島赤十字病院 2
あおぞら内科訪問看護ステーション 1
石井町 1
大阪大学医学部附属病院 1
大阪府大阪市 1
大阪府箕面市 1
大阪母子医療センター 1
岡山県倉敷市 1
岡山大学病院 1
香川大学医学部附属病院 2
北播磨総合医療センター 1
九州大学病院 1
京都市 1
倉敷中央病院 1
神戸大学医学部附属病院 1

西条中央病院 1
埼玉メディカルセンター 1
四国こどもとおとなの医療センター 1
東かがわ市役所 1
東みよし町 1
兵庫県立はりま姫路総合医療センター 1
兵庫県立病院 1
広島大学病院 1
福岡大学病院 1
福山記念病院 1
藤井寺市役所 1
松江赤十字病院 1
淀川キリスト教病院 1

小　　　　計 58
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 6
香川大学大学院 1

小　　　　計 7
未定 11

小　　　　計 11
合　　　　計 76

保健学科：放射線技術科学専攻
進　　路　　先 合計

徳島大学病院 1
徳島赤十字病院 1
徳島県職員 1
上尾中央総合病院 1
医誠会病院 1
医療法人　創和会　しげい病院 1
一般財団法人　津山慈風会　津山中央病院 1
岡山大学病院 1
岡山西大寺病院 1
加古川総合保健センター 1
北野病院 1
京都市立病院 1
滋賀医科大学医学部附属病院 1
社会医療法人 緑泉会 米盛病院 1
社会医療法人社団十全会　心臓病センター榊原病院 1
たまき青空病院 1
土谷総合病院 1
徳島平成病院就職／徳島大学大学院進学 1
鳥取県保健事業団 1
屋島総合病院 1

小　　　　計 20
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 7
神戸大学大学院 1
名古屋大学大学院 1

小　　　　計 9
未定 8

小　　　　計 8
合　　　　計 37

保健学科：検査技術科学専攻
進　　路　　先 合計

徳島大学 2
徳島県職員 1
北野病院 1
公益財団法人　甲南会 1
高知県職員 1
名古屋市立大学病院 1
日本赤十字社　和歌山医療センター 1
神鋼記念病院 1

小　　　　計 9
大 学 院 進 学

徳島大学大学院 5
岡山大学大学院 1
名古屋大学大学院 1

小　　　　計 7
合　　　　計 16
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医療教育学分野　教授 赤　池　雅　史
白衣授与・Student Doctor 認定証授与式白衣授与・Student Doctor 認定証授与式

◆◆◆　受賞者紹介　◆◆◆

第49回徳島医学会賞
山　口　真　司（徳島大学大学院医歯薬学研究部脳神経外科学）

「卵巣摘出ラットにおけるERαおよびSirt1の減少に伴う
NLRP3/IL-1β/MMP-9経路の活性化と脳動脈瘤の破裂の関連」

前　田　悠　作（徳島県立海部病院　内科・総合診療科）
「徳島県立海部病院での ICT を駆使した新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）診療」

※第265 回徳島医学会学術集会（令和4年7月31日）において受賞者が選考
されました。

令和４年度岡奨学賞
Bui Thi Kim Ngan（予防環境栄養学分野　特任研究員）

「ウイルス不活化における紫外線ＬＥＤの波長特異性と標的
ウイルス分子の同定」

※医学部および先端酵素学研究所において、基礎医学における研究成果が
顕著な人を表彰する賞です。

第28回若手奨励賞
鈴　木　杏　奈（徳島大学病院卒後臨床研修センター）

「ソマトスタチン受容体シンチと静脈サンプリングで責任腫
瘍の局在診断が可能であった腫瘍性骨軟化症（TIO）の一例」

亀　井　友　志（徳島大学病院卒後臨床研修センター）
「重症筋無力症との鑑別を要したクッシング病の１例」
※第265回徳島医学会学術集会（令和4年7月31日）において受賞者が選考
されました。

　令和 5 年 1 月10日、大塚講堂にて、医学科 4 年生112名を対
象に、白衣授与・Student Doctor 認定証授与式が行われました。
昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策のために、
参加者は学生および学内関係者に限定し、体調確認の上、記念
撮影の時以外は常時マスク着用で実施しました。第一部では西
岡安彦医学部長、香美祥二病院長、荒瀬誠治青藍会会長からの
ご挨拶と福田翔一さんの学生代表宣誓の後、
代表である曹敏華さんをはじめ、学生ひとり
ずつに徳島大学病院のエンブレムが肩に刺繍
された白衣を授与されました。この白衣は青
藍会からのご寄贈によるものであり、この場
をお借りして厚く御礼を申し上げます。さら
に、第二部ではキャリア形成教育として、沼
田周助先生（精神医学分野教授）と岩佐武先
生（産科婦人科学分野教授）のご講演が行わ
れました。
　臨床実習前教育を修了し、CBT（コンピュー
タを用いて知識を評価する試験）と OSCE（シ
ミュレーションによる臨床能力試験）による
共用試験に合格した医学生は、全国医学部長
病院長会議発行の Student Doctor 認定証を
授与され、 4 年次 1 月から卒業までに65週間
のクリニカル・クラークシップ（診療参加型

臨床実習）を履修します。医師法の一部改正により、令和 5 年
度からは共用試験に合格した医学生が臨床実習において医師の
指導監督の下で一定範囲の医業を行うことが法的に認められる
ことになりました。このような流れのなか、診療参加型臨床実
習と初期臨床研修を軸に、卒前卒後教育のシームレス化をより
一層推進していくことが求められています。

　

医学部ベストティーチャー・
オブ・ザ・イヤー2022

 
北　市　　　隆

（心臓血管外科学分野　准教授）
西　田　憲　生

（医療教育学分野　准教授）
山　口　浩　司

（循環器内科　助教）

 
内　田　貴　之

（生体栄養学分野　助教）
　

安　井　敏　之
（生殖・更年期医療学分野　教授）

医 学 科 医科栄養学科

保健学科

※学生の投票に基づき選考される賞です。

医学部医学科ベストティーチャー・オブ・ザ・
イヤー・イン・クリニカル・クラークシップ2022

上　野　義　豊（救急集中治療部　助教）
佐　村　高　明（心臓血管外科学分野　助教）
四　宮　加　容（眼科学分野　講師）
百　田　和　貴（救急集中治療部　医員）
山　田　直　輝（精神科神経科　助教）
※学生の投票に基づき選考される賞です。

医 学 科

令和４年度医学部優秀教育賞
 
駒　　　貴　明

（微生物病原学分野　准教授）

 
多　田　美由貴

（地域看護学分野　助教）

医学優秀教育賞

保健学優秀教育賞 ※医学科、医科栄養学科、保健学科の
教育および学生指導に貢献した人を
表彰する賞です。

 
大　南　博　和

（臨床食管理学分野　助教）

栄養学優秀教育賞

医 学 部 だ よ り ２０２３．４．１
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徳島大学は、学校教育法
第109条第 2項の規定に
よる「大学機関別認証評
価」を受け、「大学評価基
準を満たしている」と認
定されました。
（令和２年３月24日）

　●　認証評価機関
　独立行政法人大学改革支援・学位授与機構

　●　認証期間　7年間

編集
後記

　医学部だより第46号の発刊にあたり、寄稿いただきました皆様に感謝申
し上げます。本号では、蔵本祭開催報告、留学体験記などの活動報告にお
いて、コロナ禍も終盤に入っていることが確認できます。このような状況
ですが、令和 5 年 3 月末で退職された教授が 5 名いらっしゃいます。大変
残念ですが、先生方のこれまでのご尽力に敬意と感謝を申し上げます。医
学部長からの巻頭言にありますように、新型コロナウイルス感染症の感染
症法の位置づけが、令和 5 年 5 月 8 日に季節性インフルエンザと同じ 5 類
に引き下げる政府の方針が示されました。新しい時代に、徳島大学医学部
も新任教職員、新入生の皆様が加わり、輝かしい歴史が続いていくことと、
皆様にとって飛躍の年となりますことを祈念しております。

（医学部広報委員会　副委員長　森岡久尚）

◆◆◆　受賞者紹介　◆◆◆

令和４年度　中田賞 令和４年度　児玉賞

令和４年度　放射線技術科学専攻賞令和４年度　看護学専攻賞

令和４年度　医学部優秀学生賞令和４年度　検査技術科学専攻賞

　この度は、中田賞という名誉ある賞をいただき、大変
光栄に存じます。COVID-19感染拡大の中、熱心にご指
導いただいた先生方をはじめ、お世話になりました皆様
に、心より感謝申し上げます。切磋琢磨した友人、温か
く見守ってくれた家族、他にも多くの方々に支えられ、
徳島大学での 6年間は大変実りあるものとなりました。
この受賞を励みに、人とのご縁を大切に、医師として社
会に貢献できるよう、今後も精進して参ります。

第69回医学科卒業生（令和5年3月卒業）
西　岡　佑　真

　この度は、名誉ある児玉賞をいただき大変光栄に存じ
ます。この賞をいただけたのは、コロナ禍でも学びを継
続できるようにお力添えしてくださった先生方、優しくア
ドバイスをくださった先輩方、互いに切磋琢磨し合った
友人、そして、どんな時も一番の味方でいてくれた家族
のおかげです。この場をお借りし、心より感謝申し上げま
す。今後もこの賞を励みに栄養学への学びをさらに深め
て社会に貢献できるよう、自分らしく精進してまいります。

第6回医科栄養学科卒業生（令和5年3月卒業）
中　尾　優　花

　この度は、名誉ある放射線技術科学専攻賞をいただき、
大変光栄に思います。コロナ禍の中で、部活やアルバイ
トなど大学生活を謳歌しながらも、真摯に勉学に励んだ
結果であると思うと、自分に自信を持つことが出来まし
た。この賞を頂けたのは自分の力だけでなく、家族や友
達、大学の教員の方々など様々な人々に助けられたから
こそだと思っております。本当にありがとうございます。
そして、春から診療放射線技師として働く身として、今
後も精進していきたいと思っております。

第18回放射線技術科学専攻卒業生（令和5年3月卒業）
桝　本　那　伎

　この度は、名誉ある看護学専攻賞をいただき大変光栄
に思います。この賞をいただけたのは、温かく親身にご
指導くださった先生方、共に支え合った友人、見守って
くれた家族のおかげです。心より感謝申し上げます。周
囲の方の支えがあったからこそ、コロナ禍という制限が
ある中でも充実した大学生活を送ることができ、大きく
成長する機会となりました。今後もこの賞を励みとし、
社会に貢献できるよう日々精進してまいります。

第18回看護学専攻卒業生（令和5年3月卒業）
足　家　くるみ

　この度は、名誉ある検査技術科学専攻賞をいただき大
変光栄に思います。この賞をいただけたのは、コロナ禍
という大変な時期の中で、支えてくださった先生方や職
員の皆様、苦楽を共にした友人、温かく見守ってくれた
家族のおかげです。 4年間の多くの経験や学びから成長
することができ、充実した大学生活となりました。この
賞を励みに、今後も努力を重ね、社会に貢献できるよう
日々精進してまいります。

第18回検査技術科学専攻卒業生（令和5年3月卒業）
下　村　未　来

【学生】
医 学 科 ６ 年 次
医 学 科 ３ 年 次
医科栄養学研究科博士前期課程２年次
医科栄養学研究科博士後期課程２年次
保 健 学 科 放 射 線 技 術 科 学 専 攻 ４ 年 次
保 健 学 科 検 査 技 術 科 学 専 攻 ４ 年 次

：山　本　秀　樹
：片　岡　俊　人
：野　邊　悠太郎
：森　　　優　樹
：瀬　口　真友香
：野　中　　　蓮

【学生団体】
　第38回蔵本祭実行委員会� （代表　中井　洸我　外30名）
　子供の自立支援ボランティア　医学部グループ�（代表　濵野　　悠　外７名）
　美連� （代表　清　　綾音　外 3名）
　International Association of Health Sciences Students（IAHSS）

（代表　井原　奈桜　外24名）
　学習支援ボランティアチーム� （代表　原　　佳菜　外 2名）
※各種活動等において顕著な功績があった学生又は学生団体を表彰する賞です。
※年次は選考時のものです。
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